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文化八年尾張国津島町村鍛冶職一件について

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕

文
化
八
年
尾
張
国
津
島
町
村
鍛
冶
職
一
件
に
つ
い
て

大　
　

塚　
　

英　
　

二

は
じ
め
に

　

近
世
の
鍛
冶
職
（
渡
世
）
に
関
す
る
研
究
は
、
文
献
史
学
・
地
理
学
・
民
俗
学
等
で
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
近
年
は
や
や
停
滞
し
て
い
る

と
い
っ
て
よ
い
。
技
術
史
・
実
態
論
・
集
団
お
よ
び
身
分
論
・
所
有
論
・
役
論
な
ど
諸
側
面
か
ら
研
究
さ
れ
、
論
点
は
出
尽
く
さ
れ
た
感
が

あ
り
、
ほ
ぼ
九
〇
年
代
半
ば
過
ぎ
で
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
日
本
歴
史
分
野
で
は
、
九
七
年
ま
で
に
発
表
さ
れ
た
篠
宮
雄

二
氏
の
一
連
の
研
）
1
（

究
が
一
つ
の
到
達
点
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
地
理
・
民
俗
の
分
野
で
は
、
河
島
一
仁
氏
が
現
在
ま
で
研
究
を
牽
引

し
、
総
括
的
な
検
討
を
行
う
一
方
、
従
来
の
鍬
中
心
の
議
論
か
ら
新
た
に
鎌
販
売
・
修
理
の
方
向
へ
議
論
を
広
げ
、
か
つ
非
常
に
広
域
的
な

視
角
を
提
示
し
て
い
）
2
（

る
が
、
必
ず
し
も
従
来
の
議
論
を
超
え
る
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
今
後
は
、
そ
れ
ら
を
再
構
成
し
て
論
点
を
新
た

に
出
し
て
い
く
か
、
従
来
に
は
な
か
っ
た
分
析
方
法
の
提
案
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
）
3
（

う
。

　

そ
こ
で
、
小
稿
の
方
法
を
述
べ
る
な
ら
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
都
市
空
間
で
の
鍛
冶
職
の
営
業
ス
タ
イ
ル
の
変
化
を
追

跡
し
、
そ
の
渡
世
の
あ
り
方
を
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
い
た
も
の
と
対
比
す
る
こ
と
で
、
当
該
職
人
の
実
態
論
を
よ
り
一
層
深
め
た
い
と
考

え
る
。
対
象
と
す
る
尾
張
国
津
島
町
村
は
、
津
島
天
王
社
と
津
島
湊
を
中
心
に
中
世
か
ら
栄
え
た
商
業
都
市
で
、
町
立
は
行
わ
れ
な
か
っ
た

が
、
実
質
的
に
は
都
市
で
あ
り
、
人
口
規
模
も
尾
張
で
は
名
古
屋
の
次
に
位
置
す
る
く
ら
い
の
都
市
で
あ
る
。
そ
の
地
域
社
会
で
の
政
治
経

済
上
の
位
置
づ
け
の
大
き
さ
は
、
愛
知
県
立
の
三
番
目
の
旧
制
中
学
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
）
4
（

う
。
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そ
う
し
た
古
く
か
ら
の
在
郷
町
で
は
鍛
冶
職
人
は
相
当
数
存
在
し
て
い
）
5
（

た
が
、
集
団
と
し
て
の
成
り
立
ち
や
存
在
の
仕
方
に
つ
い
て
は
未

解
明
な
部
分
が
多
い
。
そ
も
そ
も
津
島
鍛
冶
と
い
う
括
り
で
議
論
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）

に
発
生
し
た
鍛
冶
職
営
業
に
か
か
わ
る
公
事
に
つ
い
て
の
記
）
6
（
録
が
発
見
さ
れ
た
の
で
、
そ
れ
を
紹
介
し
な
が
ら
上
記
の
課
題
に
迫
っ
て
み
た

い
。一　

津
島
町
村
鍛
冶
職
新
規
参
入
の
動
き
と
公
事

　

文
化
八
年
七
月
二
十
九
日
、
津
島
町
村
惣
年
寄
兼
庄
屋
で
あ
る
渡
邉
新
兵
衛
は
そ
の
日
記
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　

当
日
商
人
又
左
衛
門
・
佐
右
衛
門
・
久
七
・
左
助
外
ニ
又
左
衛
門
売
子
・
左
助
売
子
、
右
之
者
共
駄
鍬
取
扱
願
之
義
ニ
付
張
訴
致
、
御

陣
屋
を
軽
蔑
致
候
、
不
届
ニ
付
御
叱
り
込
候
、
鍛
冶
屋
方
不
残
〆
り
方
不
行
届
由
ニ
付
御
叱
り
、
委
ハ
会
所
ニ
留
置
申
候

　

す
な
わ
ち
、
又
左
衛
門
ら
四
名
の
商
人
と
そ
の
売
子
二
名
が
駄
鍬
（
百
姓
が
一
般
に
使
う
農
具
と
し
て
の
鍬
）
を
商
品
と
し
て
取
り
扱
い

た
い
旨
を
張
り
訴
の
形
式
で
願
い
出
た
の
で
、
代
官
所
は
役
所
を
軽
蔑
し
た
不
届
き
の
所
業
と
し
て
、
六
名
を
叱
り
込
み
の
処
分
と
し
、
ま

た
、
こ
う
し
た
事
態
を
招
い
た
鍛
冶
屋
仲
間
も
残
ら
ず
叱
り
と
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
詳
し
く
は
町
会
所
に
記
録
し
て
あ
る
と
い
う
。
叱

り
込
み
は
通
常
の
叱
り
よ
り
も
一
つ
上
の
刑
罰
で
あ
る
「
急
度
叱
り
」
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
次
回
以
降
は
よ
り
重
い
刑
罰
に
処
す

る
と
の
脅
し
の
意
味
も
含
ま
れ
て
い
よ
う
。
張
訴
と
は
役
所
の
玄
関
な
ど
に
文
書
を
貼
り
付
け
て
訴
え
る
訴
願
の
形
で
あ
る
が
、
庄
屋
な
ど

の
役
人
を
飛
び
越
え
て
直
接
代
官
に
訴
え
る
形
と
な
っ
た
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
越
訴
と
し
て
厳
重
に
取
り
締
ま
ら
れ
た
。
一
般
の
商
人
と
鍛

冶
屋
（
職
人
）
は
当
然
な
が
ら
簡
単
に
営
業
（
渡
世
）
上
の
行
き
来
が
で
き
な
い
。
鍛
冶
職
に
は
職
札
を
も
っ
た
仲
間
集
団
が
存
在
し
、
そ

の
許
可
（
職
札
）
を
得
な
け
れ
ば
営
業
は
許
さ
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
津
島
町
村
の
鍛
冶
屋
仲
間
と
新
規
参
入
を
試
み
る
者
た
ち
の
間
で
争
論
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が
発
生
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
張
訴
と
い
う
過
激
な
手
段
が
講
じ
ら
れ
た
理
由
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
、
そ
の
翌
日
（
八
月
一
日
）
に
は
「
当
（
八
月
一
日
）
日
夷
屋
又
左
衛
門
・
左
助
・
久
七
・
佐
右
衛
門
・
藤
助
・
喜
八
明
二
日
五
つ
頃
御
呼
出
、

庄
屋
・
組
頭
と
も
御
状
来
」
と
新
兵
衛
の
日
記
に
あ
る
よ
う
に
、
叱
り
込
み
後
の
対
応
に
つ
い
て
、
代
官
か
ら
呼
び
出
し
が
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。

　

そ
し
て
、
召
喚
日
の
八
月
二
日
に
、
六
名
の
者
た
ち
に
対
し
、
最
終
的
な
処
分
と
対
応
が
示
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
新
兵
衛
の
日
記
を
掲

げ
よ
う
。

　
　

一
当
（
八
月
二
日
）
日
朝
五
つ
頃

　
　
　
　
　
　
　

商
人　

坂　
　

又
左
衛
門　
　
　
　
　
　

又
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　

鈦
鍬　
　
　
　
　

名
代　
　
　
　
　
　
　
　
　

売
子　

藤　

助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
切　

久　

七　
　
　
　
　
　
　

左　

助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
詰　

佐
右
衛
門　
　
　
　
　
　
　
　

売
子　

喜　

八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左　

助　
　
　
　
　
　
　

右
両
人
別
段
四
人
之
者
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
代　
　
　
　
　
　
　

令
一
味
、
御
申
渡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
左
衛
門
別
段
御
叱
込
御
解

　
　
　
　
　
　
　

右
之
者
共
御
呼
出
、
御
代
官
岡
勝
右
衛
門
様
御
代
永
田
祐
九
郎
様
御
差
添

　
　
　

被
仰
渡
候
ニ
ハ
、
其
方
共
此
頃
叱
り
込
申
付
置
候
処
今
日
差
免
候
、
付
而
ハ
鈦
鍬
商
ひ
ニ
付
鍛
冶
職
札
請
之
儀
先
達
而
相
願
候
処
、

鍛
冶
職
之
義
ハ
夫
々
職
法
も
有
之
、
勿
論
鍛
冶
頭
も
有
之
事
ニ
付
、
願
書
ハ
差
戻
候
得
と
も
、
鍛
冶
職
と
も
之
内
ニ
も
職
法
不
正
旁

今
般
ニ
限
り
其
方
と
も
へ
鍛
冶
職
差
免
候
、
以
来
鍛
冶
札
請
店
方
ま（
て
脱
）も

夫
々
鍛
冶
職
取
扱
用
意
致
、
片
店
ニ
而
歎
願
候
様
被
仰
渡
候

　
　
　

但
し
、
鍛
冶
札
之
義
ハ
鍛
冶
頭
よ
り
其
方
共
呼
出
申
付
候
哉
、
又
ハ
鍛
冶
肝
煎
よ
り
申
通
辞
候
哉
、
追
而
沙
汰
可
有
之
候
程
、
其
旨
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可
心
得
旨
被
仰
付
候
、
勿
論
鍛
冶
職
致
候
ニ
お
ゐ
て
ハ
右
ハ
火
商
売
ニ
付
、
村
方
町
法
度
等
も
有
之
由
、
右
ニ
而
差
支
へ
候
義
ハ
是

ハ
別
段
之
間
、
村
役
人
町
内
へ
も
能
頼
会
致
候
様
ニ
被
仰
渡
候

　
　
　
　

  
別
段
手
前
へ
被
仰
渡
候
ニ
ハ
、
右
鍛
冶
共

今
度
之
四
人
之
者
共
和
熟
致
取
計
候
様
導
候
様
被
仰
渡
候
、
勿
論
鍛
冶
商
売
町
法
度

之
義
も
そ
れ
〳
〵
理
害
申
聞
納
と
く
致
候
様
被
仰
候

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
町
会
所
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
こ
に
坂
（
津
島
町
村
の
個
別
町
名
、
以
下
同
じ
）
の
又
左
衛
門
名
代
、
上
切
の
久
七
、

橋
詰
の
佐
右
衛
門
、
下
構
の
（
こ
れ
は
後
掲
の
史
料
か
ら
分
か
る
）
左
助
名
代
、
お
よ
び
又
左
衛
門
の
売
子
藤
助
、
左
助
の
売
子
喜
八
の
六

人
が
呼
び
出
さ
れ
、
佐
屋
代
官
岡
氏
と
そ
の
手
代
永
田
氏
か
ら
、
次
の
よ
う
な
申
渡
し
を
受
け
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
最
近
六
人

の
者
（
吉
左
衛
門
も
含
ま
れ
て
い
た
が
、
こ
の
者
は
特
別
な
理
由
が
あ
っ
た
も
の
か
、
叱
り
込
み
か
ら
は
既
に
解
放
さ
れ
て
い
る
）
は
「
鈦

鍬
」
商
い
で
叱
り
こ
み
の
処
分
を
受
け
て
い
た
が
、
今
日
を
も
っ
て
差
し
許
す
（
叱
り
込
を
解
く
）
こ
と
と
す
る
。
鈦
鍬
を
商
う
場
合
は
鍛

冶
職
の
職
札
を
得
る
必
要
が
あ
り
、
先
達
て
（
七
月
二
九
日
）
か
ら
そ
の
交
付
を
願
い
出
て
い
る
が
、
鍛
冶
に
は
職
法
（
仲
間
と
し
て
の

掟
）
が
あ
り
、
鍛
冶
頭
も
い
る
の
で
、
勘
定
方
に
持
ち
込
ま
れ
た
鍛
冶
職
新
規
渡
世
の
願
書
は
差
し
戻
す
こ
と
に
す
る
（
鍛
冶
頭
へ
願
い
出

よ
と
す
る
）。
鍛
冶
職
の
中
に
も
仲
間
の
法
の
通
り
で
な
い
者
も
い
る
か
ら
、
今
回
に
限
り
勘
定
方
と
し
て
は
鍛
冶
職
を
認
め
る
。
今
後
は

鍛
冶
の
職
札
を
請
け
、
鍛
冶
職
営
業
用
の
店
も
用
意
し
て
、
片
店
す
な
わ
ち
本
業
と
は
ち
が
っ
て
副
業
を
行
う
よ
う
な
形
で
願
い
出
る
よ
う

に
せ
よ
。
た
だ
し
、
鍛
冶
の
職
札
に
つ
い
て
は
鍛
冶
頭
か
ら
の
呼
び
出
し
か
、
ま
た
は
鍛
冶
肝
煎
か
ら
の
連
絡
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

追
っ
て
沙
汰
が
あ
る
の
で
、
心
得
て
お
く
よ
う
に
、
と
し
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
鍛
冶
職
は
火
を
扱
う
商
売
で
、
町
法
度
に
も
抵
触
す

る
可
能
性
が
あ
り
、
特
別
の
規
制
が
あ
る
か
ら
、
村
役
人
と
町
内
へ
も
よ
く
頼
み
込
む
よ
う
に
せ
よ
と
指
示
を
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
渡
邉
新
兵
衛
に
対
し
て
は
、
町
内
の
鍛
冶
職
と
新
規
参
入
を
願
っ
た
四
人
の
者
た
ち
（
売
子
二
人
は
除
く
）
の
間
で
和
熟
（
＝
内

済
）
が
な
さ
れ
る
よ
う
導
く
こ
と
が
申
し
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
鍛
冶
商
売
と
町
法
度
そ
れ
ぞ
れ
の
利
害
を
言
っ
て
聞
か
せ
、

双
方
を
納
得
さ
せ
る
よ
う
に
、
と
し
て
い
る
。
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こ
こ
か
ら
分
か
る
の
は
、
尾
張
藩
と
し
て
は
決
し
て
鍛
冶
職
渡
世
の
新
規
参
入
を
制
限
す
る
も
の
で
な
く
、
可
能
な
限
り
容
認
し
て
、
地

域
で
の
需
要
に
応
え
た
い
と
の
方
向
性
を
有
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
職
人
集
団
の
判
断
や
地
域
と
し
て
の
自
立
性
を
尊

重
し
、
彼
ら
の
承
認
を
得
る
こ
と
を
大
前
提
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
地
域
の
「
政
治
家
」
的
な
地
位
に
あ
っ
た
渡
邉
新
兵
衛
を

入
れ
て
、
鍛
冶
職
と
新
規
参
入
組
の
間
で
の
公
事
調
停
を
行
わ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

二　

鍛
冶
頭
津
田
氏
か
ら
の
申
渡
し

　

代
官
の
申
渡
し
か
ら
一
週
間
後
の
八
月
九
日
、
鍛
冶
頭
津
田
助
左
衛
）
7
（
門
時
悦
よ
り
四
人
の
者
へ
差
紙
が
届
い
た
。
新
兵
衛
の
日
記
に
は

「
当（

九
日
）日

津
田
時
悦
殿
よ
り
四
人
之
者
、
久
七
・
左
七
・
又
左
衛
門
・
佐
右
衛
門
呼
状
来
、
申
渡
候
処
、
四
人
と
も
津
田
氏
へ
参
り
申
候
」
と

あ
る
。
直
接
四
人
に
差
紙
が
届
い
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
新
兵
衛
の
と
こ
ろ
に
届
き
、
そ
れ
を
も
っ
て
新
兵
衛
が
四
人
に
申
し
渡
し
た
の

で
あ
る
。

　

後
述
の
史
料
に
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
日
（
九
日
）
の
う
ち
に
四
人
は
津
田
氏
と
面
会
を
果
た
し
て
い
る
。
四
名
は
九
日
は
名
古
屋
に
宿
泊
し

た
と
思
わ
れ
、翌
十
日
に
面
会
の
内
容
が
新
兵
衛
の
も
と
に
届
け
ら
れ
、新
兵
衛
は
そ
れ
を
代
官
に
報
告
し
て
い
る
。
そ
の
史
料
を
掲
げ
よ
う
。

　
　

十
日
天
気
宜

　
　
（
中
略
）

　
　

一
津
田
時
悦
へ
又
左
衛
門
・
久
七
・
佐
右
衛
門
・
左
助
呼
出
之
者
罷
帰
申
候
、
依
之
左
之
通
達
し
書
差
上
申
候

　
　
　
　
　
　

乍
恐
御
達
申
上
候
御
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

津
嶋
村
坂
口
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

又
左
衛
門
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同
村
橋
詰
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
村
上
切
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久　

七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
村
下
構
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐　

助

　
　

右
之
者
共
鍛
冶
頭
津
田
時
悦
方
江
罷
出
候
処
、
時
悦
被
申
渡
候
ニ
ハ
、
追
々
相
願
候
鍛
冶
職
之
義
差
免
候
筈
ニ
候
、
付
而
ハ
銘
々
店
方

半
分
程
鍛
冶
職
細
工
場
用
意
致
職
業
仕
、
馴
候
者
召
抱
注
進
可
申
候
、
其
節
職
札
相
渡
可
申
候
旨
被
申
渡
候
由
ニ
付
、
細
工
場
居
宅
間

纔
ニ
付
甚
難
渋
之
由
申
立
候
処
、
何
分
鍛
冶
職
札
相
渡
候
ニ
付
而
ハ
、
銘
々
自
分
宅
ニ
て
鍛
冶
業
不
致
候
ハ
而
ハ
差
響
ニ
も
相
成
候
ニ

付
、
其
旨
相
心
得
候
様
被
申
渡
候
ニ
付
、
重
而
可
申
上
旨
申
候
而
帰
村
仕
候
旨
、
四
人
之
者
共
罷
帰
り
相
届
ケ
申
候
ニ
付
、
乍
恐
御
達

申
上
候
、
以
上

　
　
　
　

未
八
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

津
嶋
村　

渡
邉
新
兵
衛

　
　
　
　
　

岡
勝
右
衛
門
様

　
　
　
　
　
　
　
　

御
陣
屋

　
　
　

右
之
通
八
月
十
二
日
御
達
申
上
候

　

日
記
の
十
日
の
記
事
で
あ
る
。
四
名
の
帰
村
直
後
に
新
兵
衛
は
代
官
岡
氏
へ
「
御
達
」
を
記
し
、
そ
れ
が
十
二
日
に
届
け
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
鍛
冶
頭
の
津
田
は
四
人
に
鍛
冶
職
を
許
す
こ
と
は
許
す
が
、
そ
れ
に
際
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
店
の
半
分
を
鍛
冶
職
の

細
工
場
と
し
て
準
備
し
て
営
業
を
始
め
、
親
方
と
し
て
熟
練
し
た
者
を
召
抱
え
て
雇
用
し
津
田
の
ほ
う
へ
届
を
出
し
な
さ
い
。
そ
こ
で
改
め

て
職
札
を
渡
す
よ
う
に
す
る
、
と
言
っ
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
て
四
人
が
、
細
工
場
の
準
備
は
居
宅
が
狭
く
非
常
に
難
渋
し
て
い
る
と
申
し
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立
て
た
と
こ
ろ
、
職
札
の
発
給
は
鍛
冶
業
が
自
宅
で
行
な
わ
れ
て
い
な
い
と
問
題
と
な
る
の
で
、
そ
の
旨
を
心
得
て
お
く
よ
う
申
し
渡
さ
れ

た
。
結
局
、
四
人
は
改
め
て
願
い
を
立
て
る
と
し
て
帰
村
し
て
き
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
明
確
に
示
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
津
田
は
、
鍛
冶

職
を
増
や
し
た
い
と
い
う
藩
側
の
意
向
を
酌
ん
で
、
職
札
を
与
え
る
こ
と
に
難
色
は
示
さ
な
か
っ
た
も
の
の
、
居
職
一
致
の
原
則
を
貫
い

て
、
細
工
場
を
設
け
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
厳
し
く
提
示
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

三　

鍛
冶
頭
の
申
渡
し
へ
の
対
応

　

さ
て
、
新
兵
衛
は
十
三
日
に
な
っ
て
、
代
官
岡
氏
へ
出
し
た
達
し
を
補
足
す
る
形
で
、
今
後
の
方
針
を
含
め
た
達
し
を
再
び
認
め
て
い

る
。
そ
の
記
事
を
掲
げ
る
。

　
　

十
三
日
晴
天

　
　
（
中
略
）

　
　
　
　
　
　

乍
恐
御
達
申
上
候
御
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

津
嶋
村
下
構
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左　

助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
村
上
切
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久　

七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
村
坂
口
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

又
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
村
橋
詰
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
右
衛
門
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右
之
者
共
当
月
九
日
鍛
冶
頭
津
田
時
悦
方
江
罷
出
候
処
、
時
悦
被
申
渡
候
ニ
ハ
、
其
方
共
追
々
相
願
候
義
ニ
付
、
今
般
ニ
限
新
規
鍛
冶

職
差
免
候
筈
ニ
付
、
銘
々
店
方
半
分
鍛
冶
職
細
工
場
ニ
補
理
替
職
業
仕
、
馴
申
候
者
召
抱
、
其
上
可
申
出
、
其
節
職
札
相
渡
可
申
旨
被

申
渡
候
由
ニ
付
、
四
人
之
者
帰
村
之
上
前
顕
之
趣
相
届
申
候
ニ
付
、
其
段
別
紙
御
達
申
上
候
、
夫
ニ
付
新
規
鍛
冶
職
之
義
ハ
町
法
度
ニ

有
之
候
ニ
付
、
右
之
義
先
達
而
私
共
へ
御
導
も
被
為
有
候
儀
ニ
御
座
候
ニ
付
、
町
法
度
之
儀
ハ
何
卒
程
能
勘
弁
為
致
度
奉
存
、
四
人
之

居
町
之
者
江
鍛
冶
職
細
工
取
扱
候
儀
納
得
仕
候
様
相
導
申
候
所
、
下
構
分
左
助
儀
ハ
居
町
之
内
ニ
鍛
冶
職
之
者
も
有
之
候
ニ
付
、
今
度

左
助
ニ
限
り
鍛
冶
職
差
拒
候
義
も
無
謂
儀
等
申
聞
候
処
、
下
構
分
左
助
儀
ハ
鍛
冶
職
納
得
仕
候
処
、
上
切
分
久
七
・
坂
口
分
又
左
衛

門
・
橋
詰
分
佐
右
衛
門
義
ハ
町
内

居
宅
等
も
間
狭
御
座
候
ニ
付
、
火
之
元
不
安
堵
ニ
存
候
故
六
ヶ
年
以
前
村
方
火
災
手
懲
致
、
勿
論

鍛
冶
職
ハ
町
法
度
ニ
も
御
座
候
ニ
付
、
右
町
法
度
之
儀
申
立
納
得
可
仕
候
得
共
、
店
方
鍛
冶
職
場
補
理
替
錺
計
り
之
儀
ニ
ハ
不
筈
（
マ
マ
）候

へ
共
、
実
々
火
業
取
扱
候
儀
ハ
前
顕
奉
申
上
候
通
り
間
狭
候
居
宅
ニ
御
座
候
ニ
付
納
得
不
仕
候
、
猶
更
此
上
と
も
納
得
之
義
相
導
可
申

歟
ニ
候
へ
共
、
右
之
趣
御
達
シ
奉
申
上
候
、
已
上

　
　
　
　

未
八
月

　

初
め
の
部
分
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
店
方
半
分
の
細
工
場
へ
の
改
修
工
事
を
四
人
が
津
田
氏
か
ら
申
し
渡
さ
れ
た
こ
と
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
津
島
町
村
の
町
内
の
事
情
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
新
規
に
鍛
冶
職
と
な
る
に
は
町
法
度
と
の
絡
み
も
あ
り
、

そ
の
点
、
藩
勘
定
方
か
ら
指
導
を
う
け
た
が
、
こ
れ
は
う
ま
く
勘
弁
し
て
も
ら
え
る
よ
う
取
り
計
ら
い
、
四
人
の
居
住
す
る
個
別
町
の
人
々

へ
四
人
の
細
工
を
納
得
し
て
く
れ
る
よ
う
話
を
進
め
た
。
そ
の
結
果
、
下
構
の
左
助
は
町
内
に
鍛
冶
職
も
い
る
の
で
同
人
の
鍛
冶
職
と
し
て

の
細
工
が
拒
ま
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
方
、
上
切
の
久
七
・
坂
口
の
又
左
衛
門
・
橋
詰
の
佐
右
衛
門
の
三
人
に
つ
い
て
は
、
町
内
・
居

宅
と
も
に
手
狭
で
火
の
元
が
不
安
で
あ
り
、
六
年
以
前
に
も
火
災
が
発
生
し
て
大
問
題
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
交
渉
は
難
航
し
た
。
鍛
冶
職

は
町
法
度
に
も
記
載
が
あ
り
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
の
営
業
に
つ
い
て
は
了
承
が
え
ら
れ
た
も
の
の
、
細
工
場
を
飾
り
ば
か
り
に
す
る
と
い

う
点
に
つ
い
て
は
、
火
を
扱
う
仕
事
の
性
格
上
、
居
宅
の
作
業
場
が
狭
い
と
い
う
こ
と
で
納
得
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
今
後
、
町
内
の
了
解
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を
得
る
た
め
に
議
論
を
導
い
て
い
く
べ
き
か
否
か
、
新
兵
衛
は
迷
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
代
官
に
伝
え
た
の
で
あ
っ
た
。

　

新
兵
衛
と
勘
定
方
は
対
応
策
を
ま
と
め
、
四
日
後
の
十
七
日
に
行
動
を
起
こ
す
。
史
料
を
掲
げ
よ
う
。

　
　

十
七
日
天
気
宜

　
　
　
（
中
略
）

　
　

当
日
鈦
鍬
売
商
人
四
人
へ
鍛
冶
頭
居
宅
狭
く
片
店
鍛
冶
細
工
場
ニ
補
理
替
、
火
業
致
候
義
町
内
差
支
へ
候
間
、
か
さ
り
計
ニ
被
成
、
仲

間
内
之
打
立
候
鍬
買
取
売
申
度
、
其
内
手
広
居
宅
買
求
家
替
致
候
ハ
ヽ
、
其
節
ハ
半
店
ニ
而
鍛
冶
職
可
致
、
夫
迄
之
所
ハ
飾
計
ニ
而
仲

間
内
之
鍬
売
申
度
候
、
右
ニ
而
相
済
候
様
ニ
被
成
下
候
様
鍛
冶
頭
へ
導
相
願
候
趣
被
仰
越
候
由
、
青
山
様
御
導
被
成
候

　

す
な
わ
ち
、
勘
定
方
役
人
青
山
）
8
（

氏
か
ら
導
か
れ
、
次
の
よ
う
に
鍛
冶
頭
に
願
い
を
立
て
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
細
工
場
を
設
け
る

こ
と
は
火
を
扱
う
業
種
と
し
て
町
内
で
差
し
支
え
る
の
で
、
細
工
は
と
り
あ
え
ず
飾
り
ば
か
り
（
実
際
は
行
わ
な
い
）
と
し
、
鍛
冶
職
仲
間

が
打
ち
立
て
た
鍬
を
買
い
取
っ
て
販
売
す
る
こ
と
と
し
て
、
そ
の
後
広
い
居
宅
を
購
入
し
て
家
替
を
し
、
そ
の
時
に
店
の
半
分
を
鍛
冶
職
場

と
し
て
営
業
を
開
始
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
は
、
鍛
冶
職
は
形
ば
か
り
に
し
て
、
鍬
の
販
売
だ
け
に
と
ど
め
た
い

が
、
そ
れ
で
鍛
冶
頭
の
ほ
う
で
認
可
し
て
ほ
し
い
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
鍛
冶
頭
が
、
出
職
を
除
き
、
需
要
地
域
で
の
鍛
冶
職
の

居
職
一
体
の
原
則
を
貫
こ
う
と
す
る
の
に
対
し
て
、
藩
勘
定
方
の
ほ
う
は
既
に
そ
う
し
た
原
則
を
重
視
せ
ず
、
居
職
の
分
離
す
な
わ
ち
製
造

と
販
売
の
分
離
も
見
据
え
た
対
応
を
考
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
鍬
な
ど
の
農
具
は
そ
れ
を
使
用
す
る
者
の
身
体
的
特
徴
を
反
映
し
て
製

造
さ
れ
た
と
さ
）
9
（

れ
、
鍛
冶
職
は
購
入
者
と
対
面
し
て
商
売
す
る
こ
と
が
一
般
的
と
さ
れ
た
が
、
も
は
や
そ
う
し
た
「
村
の
鍛
冶
屋
」
と
し
て

の
経
営
形
態
を
壊
す
動
き
が
、
在
地
の
み
な
ら
ず
領
主
側
か
ら
も
出
て
き
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
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四　

居
職
を
分
離
し
た
鍛
冶
職
の
認
可
へ

　

次
に
、
四
人
の
新
規
鍛
冶
職
認
可
へ
の
詰
め
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
、
見
て
い
こ
う
。
十
八
日
の
記
事
を
掲
げ
る
。

　
　

十
八
日
天
気
宜

　
　
（
中
略
）

　
　

当
日
米
之
座
吉
兵
衛
呼
申
候
而
、
商
人
四
人
鍛
冶
飾
勝
手
ニ
飾
置
候
迄
ニ
而
、
仲
人
内
承
知
致
候
様
致
度
段
導
遣
ス

　
　
（
中
略
）

　
　

永
田
祐
九
郎
様
、
津
嶋
村
商
人
四
人
鍛
冶
職
差
免
方
之
儀
鍛
冶
頭
申
渡
之
趣
、

町
法
度
之
儀
と
も
別
紙
之
通
り
申
出
候
ニ
付
、
右
弐

通
御
達
申
上
候

　
　

御
状
之
趣　
　
　
　

八
月
十
三
日

　
　
　

右
御
紙
面
之
趣
致
承
知
、
鍛
冶
と
も
一
埒
奉
行
衆
ゟ
相
咄
内
談
候
処
、
頭
ゟ
申
渡
候
趣
職
法
ニ
付
而
ハ
一
通
り
尤
之
儀
ニ
相
聞
候
得

共
、
必
自
分
ニ
而
打
立
候
鍬
な
ら
て
ハ
商
不
相
成
候
様
ニ
成
候
而
ハ
、
御
免
三
人
顕
然
難
渋
之
筋
ニ
相
見
へ
候
ニ
付
、
此
上
相
願
候

ハ
ヽ
、
程
能
勘
弁
品
を
付
遣
候
哉
、
鍛
冶
頭
へ
導
セ
可
申
候
間
、
其
心
得
ニ
て
宜
庄
屋
共
ゟ
導
セ
申
様
ニ
申
聞
候
、
付
而
ハ
商
人
共

之
儀
店
半
分
仕
切
候
而
、
至
而
手
狭
居
候
場
所
ニ
て
鍬
打
立
候
事
い
た
し
か
た
く
、
追
而
相
応
之
家
へ
も
引
移
り
候
上
と
歟
、
又
ハ

何
卒
品
を
付
当
分
店
か
ざ
り
計
半
分
鍛
冶
之
店
か
ざ
り
候
体
ニ
い
た
し
、
仲
間
内
ニ
て
右
之
鍬
売
出
し
度
な
と
、
鍛
冶
頭
へ
願
候

ハ
ヽ
可
聞
届
哉
ニ
相
聞
申
候
、
尤
指
図
い
た
し
候
筋
ニ
ハ
無
之
、
猶
更
い
つ
れ
へ
成
共
相
応
ニ
申
立
い
た
し
、
頭
へ
願
候
様
新
兵
衛

よ
ろ
し
く
導
セ
候
様
可
致
候
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十
八
日
に
は
、
新
兵
衛
は
、
津
島
町
村
の
有
力
商
人
が
多
く
居
住
す
る
「
米
之
座
」
）
10
（

町
の
吉
兵
衛
（
後
掲
の
史
料
か
ら
津
島
町
村
の
鍛
冶

職
肝
煎
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
）
を
呼
ん
で
、
左
助
ら
四
人
の
者
ど
も
が
鍛
冶
職
を
始
め
る
が
、
店
は
飾
り
ほ
ど
で
勝
手
に
商
い
す
る

こ
と
を
、
仲
間
内
で
承
知
し
て
く
れ
る
よ
う
依
頼
し
た
。
津
島
町
村
内
で
の
合
意
を
取
り
付
け
る
動
き
を
活
発
に
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　

ま
た
、
十
三
日
付
で
、
佐
屋
代
官
手
代
の
永
田
祐
九
郎
か
ら
、
四
名
へ
の
鍛
冶
職
差
免
し
に
関
わ
っ
て
鍛
冶
頭
へ
の
対
応
と
、
町
法
度
に

関
わ
る
申
し
出
が
あ
っ
た
の
で
、
十
八
日
の
う
ち
に
こ
れ
も
代
官
へ
届
け
出
を
し
た
。
そ
の
届
出
の
文
章
が
「
御
状
之
趣
」
以
下
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
鍛
冶
頭
の
申
渡
し
は
尤
も
で
あ
る
が
、
必
ず
自
分
で
細
工
し
た
鍬
な
ど
の
商
品
で
な
け
れ
ば
販
売
し
て
は
な
ら
な
い
と

な
っ
て
は
、
左
助
を
除
く
三
人
が
難
渋
し
て
し
ま
う
の
は
明
ら
か
な
の
で
、
鍛
冶
頭
に
は
何
と
か
妥
協
さ
せ
る
。
そ
の
心
得
で
、
津
島
町
村

庄
屋
衆
も
話
を
進
め
て
ほ
し
い
。
つ
い
て
は
、
三
人
の
そ
れ
ぞ
れ
の
店
半
分
を
仕
切
っ
て
細
工
場
を
作
る
の
は
狭
く
て
困
難
だ
か
ら
、
そ
の

う
ち
大
き
な
店
に
移
っ
て
稼
ぎ
を
す
る
か
、
当
面
店
の
半
分
を
鍛
冶
職
の
よ
う
な
店
飾
り
に
し
て
、
鍛
冶
職
仲
間
の
作
成
し
た
鍬
を
売
り
出

し
た
い
な
ど
と
鍛
冶
頭
に
願
い
出
れ
ば
了
承
し
て
く
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。
こ
れ
は
指
図
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
い
ず
れ
で
も
自
分
で
ふ

さ
わ
し
い
方
法
で
対
応
し
、
頭
に
頼
む
よ
う
新
兵
衛
が
導
く
よ
う
に
せ
よ
と
言
っ
て
い
る
。

　

こ
の
文
章
か
ら
は
、
藩
の
勘
定
方
が
鍛
冶
頭
の
職
人
支
配
を
ほ
ぼ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
て
い
る
様
相
が
見
て
取
れ
る
。
ど
う
や
ら
鍛
冶
頭

の
津
田
氏
は
藩
勘
定
方
の
要
請
を
受
け
入
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
十
八
日
ま
で
に
は
、
新
規
鍛
冶
職
希
望
者
と
津
島
町
村
惣
年
寄
、

及
び
行
政
側
と
の
申
し
合
わ
せ
が
済
ん
で
、
町
内
へ
の
対
応
も
進
み
つ
つ
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
つ
い
に
十
九
日
に
新
規
参
入
者
が
鍛
冶
頭
と
交
渉
し
た
。
そ
れ
を
示
す
記
事
を
掲
げ
よ
う
。

　
　

当
（
八
月
十
九
日
）

日
久
七
・
又
左
衛
門
代
茂
吉
参
り
、
鍛
冶
頭
時
悦
へ
参
り
、
私
共
三
人
久
七
・
又
左
衛
門
・
佐
右
衛
門
事
居
宅
間
狭
ニ
而
鍛
冶
職

火
業
町
法
度
、
勿
論
家
狭
く
候
而
細
工
難
致
候
間
、
家
居
建
直
し
候
迄
鍛
冶
職
飾
計
に
て
、
鍬
・
馬
鍬
ハ
仲
間
内
打
立
候
を
か
り
請
売

申
度
由
願
候
処
、
時
悦
聞
届
有
之
由
申
聞
候
、
左
助
義
ハ
自
分
宅
に
て
鍛
冶
職
致
候
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十
九
日
に
、
久
七
と
又
左
衛
門
の
代
理
茂
吉
が
津
田
氏
の
と
こ
ろ
へ
行
き
、
交
渉
し
て
、
先
に
申
し
合
わ
せ
て
い
た
よ
う
に
、
左
助
を
除
い

た
三
人
の
窮
状
を
嘆
き
、
居
宅
を
建
て
直
す
ま
で
は
鍛
冶
職
は
飾
り
ば
か
り
に
し
て
、
鍬
や
馬
鍬
は
他
の
鍛
冶
職
仲
間
が
製
造
し
た
も
の
を

借
り
受
け
て
売
る
こ
と
と
し
た
い
と
願
っ
た
と
こ
ろ
、
津
田
氏
は
簡
単
に
そ
れ
を
聞
き
届
け
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
っ
た
く
勘
定
方
が
描

い
た
シ
ナ
リ
オ
通
り
の
結
末
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
見
て
も
、
鍛
冶
頭
は
完
全
に
藩
勘
定
方
の
支
配
下
に
入
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
、
職
人
は
国
家
的
な
役
負
担
の
面
で
は
藩
の
直
轄
支
配
を
受
け
る
の
が
基
本
で
、
そ
の
意
味
で
は
勘
定
奉
行
支
配
と
な
る
の
は
普
通

で
あ
る
が
、
そ
の
職
人
集
団
の
成
り
立
ち
を
め
ぐ
る
支
配
の
面
で
は
頭
に
よ
る
統
率
が
よ
り
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し

か
し
、
今
や
す
べ
て
の
面
で
勘
定
方
の
言
い
な
り
と
な
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。

五　

鍛
冶
職
の
新
た
な
動
き

　

こ
こ
ま
で
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
尾
張
藩
政
下
の
津
島
町
村
に
お
け
る
新
規
鍛
冶
職
認
可
の
事
例
を
見
て
き
た
が
、
そ
こ
で
は
、
鍛

冶
職
を
増
や
す
た
め
に
狭
い
町
内
屋
敷
に
好
都
合
な
形
で
居
職
の
分
離
を
認
め
、
出
職
は
例
外
と
し
て
、
従
来
の
居
職
一
体
の
原
則
を
破
棄

す
る
動
き
が
見
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
藩
勘
定
方
主
導
で
な
さ
れ
た
も
の
で
、
鍛
冶
職
集
団
の
自
律
性
の
下
で
行
わ
れ
た
と
は
言
い
難
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
鍛
治
職
人
集
団
の
自
律
性
は
集
団
内
部
で
は
維
持
さ
れ
て
い
る
。
公
事
か
ら
二
年
近
く
経
っ
た
文
化
十
年
三
月
二
十
六
日
の
記

事
を
掲
げ
よ
う
。

　
　

一
三
月
廿
六
日
終
日
雨
天

　
　
（
中
略
）

　
　

一
当
日
鍛
冶
屋
門
左
衛
門
西
嶋
村
へ
引
越
願
之
儀
ニ
付
、
村
方
鍛
冶
肝
煎
吉
兵
衛
へ
門
左
衛
門
引
越
差
支
候
哉
之
儀
相
尋
候
処
、
吉
兵

衛
・
久
左
衛
門
両
人
ハ
徳
意
場
ニ
付
差
支
へ
候
由
申
候
、
尤
仲
間
一
統
談
判
之
上
否
可
申
由
ニ
付
、
門
左
衛
門
鍛
冶
仲
間
吉
兵
衛
・
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久
左
衛
門
之
外
ハ
す
べ
て
納
得
之
願
書
吉
兵
衛
へ
か
し
遣
ス

　

こ
こ
で
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
津
島
町
村
の
鍛
冶
屋
門
左
衛
門
が
西
嶋
村
（
現
稲
沢
市
）
に
引
っ
越
す
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
新

兵
衛
が
津
島
町
村
鍛
冶
職
の
肝
煎
で
あ
る
吉
兵
衛
に
差
支
え
が
あ
る
か
訊
い
た
と
こ
ろ
、
吉
兵
衛
と
久
左
衛
門
の
両
人
が
西
嶋
村
は
自
身
の

得
意
場
で
あ
る
の
で
差
し
支
え
る
と
回
答
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
鍛
冶
職
仲
間
全
体
で
談
判
し
て
問
題
が
あ
る
か
ど
う
か
回
答

す
る
と
い
う
返
事
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
鍛
冶
職
と
し
て
は
吉
兵
衛
・
久
左
衛
門
以
外
は
納
得
す
る
と
い
う
願
書
が
示
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
津
島
町
村
に
は
二
〇
名
以
上
の
鍛
冶
職
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
周
辺
村
々
に
得
意
場
を
有

す
る
稼
ぎ
が
多
か
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
門
左
衛
門
の
よ
う
な
人
物
が
町
か
ら
在
方
の
周
辺
村
々
へ
、
出
職
で
は
な
く

住
み
着
い
て
鍛
冶
職
渡
世
を
行
お
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
自
ら
「
村
の
鍛
冶
屋
」
を
選
択
し
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ

に
対
し
て
は
、
仲
間
集
団
か
ら
得
意
場
の
侵
害
で
あ
る
と
の
訴
え
が
な
さ
れ
、
そ
の
問
題
に
つ
い
て
は
集
団
と
し
て
解
決
が
図
ら
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
い
う
な
れ
ば
、
い
ま
だ
集
団
の
自
律
性
は
完
全
に
は
損
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

津
島
町
村
の
中
で
は
、
鍛
冶
職
は
お
そ
ら
く
従
来
の
対
面
の
う
え
製
造
・
販
売
・
修
理
を
行
う
者
と
、
又
左
衛
門
ら
の
よ
う
に
、
既
製
品

を
仕
入
れ
て
販
売
す
る
者
と
の
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
か
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
う
ち
、
従
来
の
形
に
こ
だ
わ
る
鍛
冶
職
は
、

門
左
衛
門
の
よ
う
に
津
島
町
村
か
ら
引
っ
越
し
て
、
近
隣
の
村
方
に
在
住
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
鍛
冶
職
仲

間
の
分
裂
と
い
う
現
象
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
集
団
内
で
の
自
律
的
選
択
の
結
果
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

　

津
島
町
村
と
い
う
一
つ
の
狭
い
都
市
的
空
間
の
中
で
、
鍛
冶
職
や
鍛
冶
職
に
な
ろ
う
と
す
る
者
が
ど
の
よ
う
な
動
き
方
を
し
て
い
た
の

か
、
村
役
人
の
日
記
か
ら
個
別
事
例
を
検
討
し
た
。
最
後
に
、
簡
単
に
そ
れ
を
ま
と
め
て
、
在
郷
町
に
お
け
る
鍛
冶
職
人
の
存
在
形
態
に
関
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す
る
事
例
報
告
と
す
る
。

　

津
島
町
村
で
は
、
尾
張
知
多
半
島
の
大
野
地
域
ほ
ど
で
は
な
い
に
せ
よ
、
二
〇
名
以
上
の
鍛
冶
職
人
集
団
が
存
在
し
、
小
頭
を
通
じ
た
尾

張
藩
に
よ
る
職
人
支
配
を
受
け
て
い
た
。
そ
の
支
配
は
原
則
的
に
は
鍛
冶
頭
津
田
氏
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
近
世
後
期
に
は
そ
の
実
態

も
か
な
り
形
骸
化
し
て
き
て
、
日
常
的
に
は
藩
勘
定
奉
行
の
支
配
下
に
収
ま
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
大
野
鍛
冶
を
除
け
ば
出
職
が
禁

じ
ら
れ
て
い
た
の
で
、
津
島
鍛
冶
も
町
村
内
に
屋
敷
を
所
持
し
、
そ
こ
に
職
場
と
店
見
せ
を
構
成
し
、
付
近
の
住
民
か
ら
の
注
文
を
受
け

た
。
彼
ら
は
得
意
場
の
村
々
な
い
し
人
々
を
有
し
て
地
域
社
会
と
つ
な
が
り
、
町
村
内
で
は
株
仲
間
的
な
紐
帯
に
よ
り
集
団
を
構
成
し
て
い

た
。
そ
れ
ゆ
え
、
新
た
な
鍛
冶
職
の
参
入
に
は
敵
対
的
と
な
り
、
争
論
に
及
ぶ
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
藩
の
側
は
需
要
の
拡
大
を
考
慮

し
、
新
規
の
鍛
冶
職
営
業
に
寛
大
な
対
応
を
と
っ
た
。
小
稿
で
見
た
よ
う
に
、
町
村
内
に
十
分
な
屋
敷
＝
職
場
を
設
け
ら
れ
な
い
場
合
に

は
、
と
り
あ
え
ず
仲
間
の
生
産
し
た
商
品
を
店
見
せ
に
お
い
て
商
売
す
る
こ
と
を
認
め
、
職
場
の
確
保
は
後
回
し
と
し
て
も
よ
い
な
ど
の
対

策
が
と
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
鍛
冶
職
の
中
に
は
、
町
村
で
の
営
業
に
限
界
を
感
じ
、
直
接
村
社
会
に
入
っ
て
行
こ
う
と
す
る
経
営
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。
近
世
後
期
に
は
そ
う
し
た
動
き
が
活
発
と
な
り
、
い
わ
ゆ
る
「
村
の
鍛
冶
屋
」
＝
農
鍛
冶
が
形
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
鍛
冶
屋

は
本
来
村
に
必
ず
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
百
姓
が
大
野
鍛
冶
の
よ
う
に
村
に
や
っ
て
来
た
者
に
依
頼
す
る
場
合
と
、
百
姓
が
村
か
ら
都
市

に
出
て
行
っ
て
依
頼
す
る
場
合
と
の
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
鍛
冶
職
が
村
の
構
成
員
と
な
る
こ
と
で
、
よ
り
便
利
に
生
産
と

修
理
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
鍛
冶
職
は
す
べ
て
が
都
市
か
ら
去
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
都
市
で
は

特
殊
技
能
を
持
つ
集
団
と
、
主
に
販
売
を
す
る
店
見
せ
と
い
う
よ
う
に
、
集
団
が
分
化
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
る
。

　

以
上
、
個
別
の
事
例
か
ら
行
き
過
ぎ
た
議
論
を
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
諸
賢
の
ご
批
判
を
仰
ぎ
た
い
。

注
（
1
）  

篠
宮
雄
二
「
江
戸
時
代
の
大
野
鍛
冶
」（
安
城
市
歴
史
博
物
館
図
録
『
農
鍛
冶
の
世
界
』
一
九
九
六
年
）、
同
「
尾
州
知
多
郡
大
野
鍛
冶
に
つ
い
て
│
職
人
集



一
一
七

文化八年尾張国津島町村鍛冶職一件について

団
に
見
る
役
・
身
分
・
所
有
│
」（『
知
多
半
島
の
歴
史
と
現
在
』
８
号
、
校
倉
書
房
、
一
九
九
七
年
）。

（
2
）  

河
島
一
仁
「
東
三
河
に
お
け
る
鉄
製
農
具
の
供
給
と
修
理
」（『
愛
知
県
史
研
究
』
一
一
、
二
〇
〇
七
年
）、
同
「『
農
具
便
利
論
』
に
お
け
る
堺
の
「
農
具
鍛

冶
」
と
「
其
処
の
鍛
冶
」」（『
立
命
館
地
理
学
』
二
二
、
二
〇
一
〇
年
）、
同
「
日
本
に
お
け
る
鋳
物
師
・
鍛
冶
に
関
す
る
研
究
の
進
展
：
歴
史
地
理
学
的
『
職

人
集
団
研
究
』
の
可
能
性
」（『
立
命
館
文
学
』
六
二
七
、
二
〇
一
二
年
）
を
参
照
。

（
3
）  

な
お
、
技
術
史
的
な
議
論
と
し
て
は
、
朝
岡
康
二
氏
が
『
野
鍛
冶
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
八
年
）
や
『
鉄
製
農
具
と
鍛
冶
の
研
究
│
技
術
史
的
考

察
』（
同
、
二
〇
〇
五
年
）
等
に
お
い
て
ま
と
ま
っ
た
仕
事
を
し
て
い
る
。

（
4
）  

津
島
町
村
に
つ
い
て
は
、
と
り
あ
え
ず
『
愛
知
県
の
地
名　

日
本
歴
史
地
名
大
系
』（
平
凡
社
、
一
九
八
一
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
愛
知
県
に
お

け
る
旧
制
中
学
の
設
置
は
、
最
初
が
県
庁
所
在
地
で
あ
る
名
古
屋
、
次
い
で
三
河
の
中
心
で
あ
る
岡
崎
、
そ
し
て
第
三
に
津
島
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
第

四
が
豊
橋
で
あ
り
、
こ
こ
ま
で
は
尾
張
・
三
河
交
互
の
設
置
で
あ
る
が
、
そ
の
後
は
、
地
元
の
誘
致
合
戦
に
よ
り
設
置
が
な
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

 
 

ま
た
、
小
稿
の
テ
ー
マ
に
直
接
か
か
わ
る
近
世
津
島
の
鉄
加
工
業
の
展
開
に
つ
い
て
、『
津
島
市
史
（
五
）』（
一
九
七
五
年
、
津
島
市
教
育
委
員
会
、
二
四

頁
か
ら
の
記
述
）
は
、
尾
張
国
に
お
い
て
は
津
島
・
内
海
・
大
野
の
三
地
域
が
当
該
工
業
の
拠
点
で
あ
り
、
年
間
二
千
貫
以
上
の
鉄
素
材
が
津
島
に
移
入
さ
れ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
鍛
冶
職
だ
け
で
な
く
鋳
物
師
職
に
か
か
わ
る
も
の
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
が
、
室
町
時
代
後
期
の
刻
銘

を
も
つ
津
島
神
社
所
蔵
の
鉄
燈
籠
も
津
島
で
製
作
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
、
そ
う
し
た
伝
統
の
上
に
立
っ
て
尾
張
藩
政
期
の
鉄
加
工
業
が
成
立
し
た
と

理
解
し
て
い
る
。

（
5
）  

前
掲
篠
宮
「
尾
州
知
多
郡
大
野
鍛
冶
に
つ
い
て
│
職
人
集
団
に
見
る
役
・
身
分
・
所
有
│
」
で
は
、
津
島
町
村
に
は
二
〇
人
ほ
ど
の
鍛
冶
屋
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。

（
6
）  

津
島
町
村
庄
屋
兼
惣
年
寄
で
あ
る
渡
邉
新
兵
衛
が
残
し
た
「
文
化
八
年
日
記
」
が
そ
の
史
料
で
あ
る
。
渡
邊
家
に
つ
い
て
は
と
り
あ
え
ず
『
愛
知
県
史
』
資

料
編
16
近
世
２
（
愛
知
県
、
二
〇
〇
六
年
）
の
資
料
群
解
説
を
参
照
。

（
7
）  

初
代
は
元
安
芸
毛
利
家
家
臣
で
、
家
康
に
見
い
だ
さ
れ
時
計
師
と
し
て
尾
張
藩
に
仕
え
た
と
言
わ
れ
る
。

（
8
）  

徳
川
林
政
史
研
究
所
Ｈ
Ｐ
・
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
『
藩
士
名
寄
』
に
よ
れ
ば
、
支
配
勘
定
組
頭
の
青
山
助
八
と
確
認
で
き
る
。

（
9
）  

前
掲
川
島
一
仁
「『
農
具
便
利
論
』
に
お
け
る
堺
の
「
農
具
鍛
冶
」
と
「
其
処
の
鍛
冶
」」
参
照
。

（
10
）  

中
世
・
戦
国
期
に
は
そ
の
名
の
通
り
米
座
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
近
世
期
に
そ
れ
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
津
島
町
村
の
中
核
と
な
っ
た
い

わ
ゆ
る
「
津
島
五
か
村
」
の
一
つ
で
あ
る
。
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